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十
牛
図
と
い

う
十
枚
の
絵
か

ら
成
る
禅
の
テ

キ
ス
ト
が
あ
る

▼
第
一
の
絵
か

ら
第
五
の
絵

じ
ん
ぎ
ゅ
う

は
、
尋

牛
、見

跡
、
見
牛
、
得

牛
、
牧
牛
と
題

さ
れ
て
い
る
。
自
分
が
打
ち

込
め
る
も
の
を
牛
に
見
立
て

て
、
そ
れ
を
懸
命
に
探
し
始

め
、
何
か
手
が
か
り
に
な
る

も
の
を
発
見
す
る
。
あ
る

時
、
ハ
ッ
と
そ
れ
が
何
で
あ

る
か
に
気
づ
き
、
探
し
求
め

た
牛
（
対
象
）
に
取
り
組
み

始
め
る
が
、
牛
の
方
は
自
分

の
思
う
ど
お
り
に
な
ら
ず
暴

れ
て
い
る
。
し
か
し
つ
い

に
、
自
分
が
打
ち
込
む
対
象

と
一
体
化
で
き
る
段
階
に
到

達
す
る
▼
第
六
の
絵
か
ら
第

き
ぎ
ゅ
う
き

け

十
の
絵
は
、騎
牛
帰
家
、忘

そ
ん
に
ん

に
ん
ぎ
ゅ
う
く
ぼ
う

牛
存
人
、
人

牛
倶
忘
、

へ
ん
ぽ
ん
げ
ん
げ
ん

に
っ
て
ん
す
い
し
ゅ

返
本
還
源
、
入
廛
垂
手

と
題
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

は
、
打
ち
込
む
対
象
と
一
体

化
し
て
悟
り
を
得
た
人
が
日

常
生
活
に
も
ど
っ
て
い
く
。

も
は
や
牛
は
見
え
ず
、
何
に

打
ち
込
む
べ
き
か
を
納
得
し

た
人
だ
け
が
い
る
。
さ
ら
に

は
、
人
も
消
え
て
何
の
こ
だ

わ
り
も
な
い
状
態
に
な
り
、

川
が
流
れ
花
が
咲
く
と
い
う

自
然
と
一
体
化
し
た
自
己
に

至
る
。
そ
の
よ
う
な
自
己
が

店
な
ど
が
並
ぶ
町
（
廛
）
に

入
り
込
み
、
そ
こ
で
人
と
出

会
っ
て
喜
ぶ
▼
自
己
を
探
し

求
め
、
他
人
と
の
ふ
れ
あ
い

を
求
め
る
旅
は
続
い
て
い

く
。

（
廣
田

俊
郎
）

最近国立天文台がおこなった調査で、いわゆる天
動説（太陽が地球の回りをまわっている）を信じて
いる小学生が４割いることが明らかとなり、「理科
教育の崩壊」を危惧する声が高まっているらし
い。一見もっともな危惧だが、このことが直ちに小
学生における「科学的思考の衰退」を意味するとは
思えない。朝太陽が東から上り、夕方西へ沈むこと
は日常生活で確実に経験できる事実である。この経
験から「合理的（すなわち科学的）推論」をおこな
えば、「太陽が地球の回りをまわっている」という
結論に達するのはごく自然ではないだろうか。地動
説（地球が太陽の回りをまわっている）は、生活実
感にもとづく合理的推論からは獲得しがたい認識で
あろう。地動説を受け入れているわれわれの大方
も、しかるべき「理論」にもとづく「説明」を素直
に受け入れて、なんとなく地動説を「信じてい
る」だけではなかろうか。
それでも、素人の実感が何であれ、専門家の間で
は地動説で完全に合意がある。しかし、社会現象の
理解となると、そうはいかない。例えば選挙であ
る。選挙となれば、われわれ有権者はいくつかの政
党・候補者の中から選択しなければならない。マス
メディアは「政策をよく吟味して投票する政党（候
補者）を決めよう」と呼びかける。正論だろう。し
かし、である。政策を吟味することはなかなか大変
だ。「景気と雇用の回復」を最重点課題と考え
て、それを達成するのにもっとも適した経済政策を
提示している政党を選ぶとしよう。だが、政策の優

劣評価は素人には難しい。そこで専門家（エコノミ
スト）の解説を聞かねばならない。しかし、ここで
つまず

躓いてしまう。専門家がその説明の道具に使ってい
る「理論」に地動説のような「合意」があるわけで
はない。いくつかの競合する「理論」があり、そこ
から導かれる政策評価はまず一致しない。小泉・構
造改革路線の懐刀、竹中平蔵教授が依拠する経済学
理論にすべてのエコノミストが支持を与えているわ
けではない。だとすると、われわれ素人は、ある
「理論」にもとづく経済政策の有効性を「信じ
る」というしかないであろう。信じるかどうかに影
響を与える要因は、「理論」の「もっともらし
さ」ではない。どの「理論」も素人目には等しくも
っともらしいのだから。投票行動研究の教えるとこ
ろでは、多くの場合、自分が支持する政党の政策は
よく見えるのである。逆ではない。
ここに、社会現象を理解し、それにもとづいて行
動する場合の難しさがある。しかし、それでも社会
科学の「理論」は必要だ。われわれ人間は社会現象
を合理的に「理解」したい存在である。「理解」し
ないと「行動」できないのである。その「理解」を
もたらすのが「理論」による「説明」だと言え
る。さまざまな「理論」の競合。それは、迷いを与
えつつも、われわれの思考を多面的にしてくれ
る。天下り的に与えられる唯一の「理論」を丸のみ
せず、諸理論の競演を楽しむ余裕をもちたいと思
う。

（法学部教授）
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「
新
潟
県
中
越
地
震
」「
台
風
二
十
三
号
」
等
に
よ
り

被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
は
、
右
記
の
自

然
災
害
に
よ
っ
て
、
実
家

が
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ

た
在
学
生
に
対
し
、
学
生

生
活
の
緊
急
援
助
と
学
業

継
続
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
被
災
さ
れ
た
学
生

は
、
十
一
月
末
日
ま
で
に

各
学
部
事
務
室
・
大
学
院

事
務
室
・
法
科
大
学
院
事

務
室
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
被
災
地
の
受

験
生
の
み
な
さ
ん
に
対
し

て
も
、
入
学
試
験
部
に
お

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
詳
し
く
は
本
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

富
澤
霊
岸
名
誉
教
授
が
、
秋
の
叙

勲
で
瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
九
月
京
都
大
学
文

学
部
史
学
科
卒
業
後
、
高
校
教
諭
、島

根
大
学
助
手
、金
沢
大
学
助
教
授
等
を

経
て
、
四
十
八
年
に
本
学
文
学
部
へ

教
授
と
し
て
着
任
。
平
成
八
年
に
定

年
退
職
す
る
ま
で
の
二
十
三
年
間
、教

養
部
長
、大
学
院
部
長
な
ど
の
役
職
を

歴
任
し
、
大
学
運
営
に
大
き
な
功
績

が
あ
っ
た
。

専
攻
は
中
世
イ
ギ
リ
ス
史
、
中
で

も
古
い
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代

を
研
究
し
、
著
書
に
は
『
封
建
制
と

王
政
』、『
イ
ギ
リ
ス
中
世
国
制
史
の

研
究
』、『
イ
ギ
リ
ス
中
世
史
』、『
イ

ギ
リ
ス
中
世
文
化
史
』
な
ど
が
あ

る
。

被
災
地
の
人
び
と
へ
の
義
援

金
募
集
活
動
と
し
て
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
各
施
設
の
受
付
等
に

義
援
金
箱
を
設
置
し
、
協
力
を

呼
び
か
け
た
。
そ
の
結
果
、
教

職
員
、
学
生
、
教
育
後
援
会
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
び
と
か

ら
、
五
十
六
万
六
百
三
十
四
円

の
義
援
金
が
集
ま
っ
た
。
こ
れ

ら
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
を
通
じ
て
被
災
地
に
お

届
け
す
る
。

（
学
長
秘
書
課
）

十
月
三
十
日
か
ら
十
一
月
三

日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
第
一
部

・
第
二
部
学
園
祭
に
お
い
て
、両

学
園
祭
実
行
委
員
会
が
台
風
二

十
三
号
お
よ
び
新
潟
県
中
越
地

震
で
の
被
災
者
に
対
し
て
義
援

金
を
集
め
る
活
動
を
行
っ
た
。

今
年
の
学
園
祭
は
天
候
が
不

順
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
学
園
祭
実
行
委
員
会
本
部

テ
ン
ト
に
お
か
れ
た
義
援
金
箱

に
は
来
場
者
か
ら
多
額
の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ま
た
、
学
生
自
身
も
模
擬
店

の
売
上
げ
金
を
義
援
金
と
し
た

り
、
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
の
売

上
げ
金
を
義
援
金
と
す
る
な

ど
、
合
計
で
そ
の
額
は
十
七
万

四
百
二
十
九
円
に
な
っ
た
（
外

国
硬
貨
で
二
ド
ル
十
二
セ
ン

ト
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ド
ル
二

十
セ
ン
ト
も
義
援
金
箱
に
含
ま

れ
て
い
た
）。

今
回
の
行
動
は
、
本
学
に
お

い
て
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
識
を
向

上
さ
せ
る
の
に
よ
い
機
会
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
本
学
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
意
識
が
学
生
自
身
の

自
発
的
な
気
持
ち
と
と
も
に
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
く
た
め
の
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
学
生
部
）

富澤 霊岸
名誉教授

ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

入
学
試
験
は
、
優
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
実
績
が
あ
る
高
校
生
を
対
象

と
し
て
、
個
性
豊
か
な
人
材
の

育
成
と
学
生
文
化
の
活
性
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
入
試
制
度
で
、
二
〇

〇
五
年
度
は
導
入
三
年
目
に
あ

た
る
。

出
願
期
間
は
八
月
三
十
日
か

ら
九
月
三
日
、
第
一
次
選
考
で

は
書
類
選
考
を
行
い
九
月
十
五

日
に
第
一
次
合
格
者
発
表
、
第

二
次
選
考
（
面
接
�
口
頭
試
問

を
含
む
�
・
小
論
文
等
）
を
経

て
九
月
三
十
日
に
最
終
の
合
格

者
発
表
を
行
っ
た
。

二
〇
〇
五
年
度
入
試
状
況
で

は
、
三
十
七
の
募
集
種
目
に
対

し
て
三
十
三
種
目
・
二
百
三
十

九
人
の
志
願
者
が
あ
り
、
第
一

次
選
考
合
格
者
は
百
三
十
人
、

第
二
次
選
考
に
お
け
る
最
終
の

合
格
者
は
二
十
七
種
目
・
百
十

二
人
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

志
願
者
数
で
は
約
十
�
程
度
の

減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
最
終

の
合
格
者
は
前
年
度
並
み
の
合

格
者
数
（
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

四
人
）
と
な
っ
た
。

な
お
、
志
願
者
の
競
技
レ
ベ

ル
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み
る

と
、
実
績
と
な
る
競
技
能
力
レ

ベ
ル
が
さ
ら
に
一
段
と
高
ま
っ

た
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
出
願
資
格
は
、「
都
道
府
県

大
会
で
優
勝
も
し
く
は
準
優
勝

し
た
者
、
ま
た
は
同
様
の
成
績

を
お
さ
め
た
チ
ー
ム
の
正
選
手

と
し
て
出
場
し
た
者
」
相
当
以

上
の
競
技
成
績
を
収
め
た
も
の

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今
年

度
の
志
願
者
の
多
く
は
、
複
数

の
府
県
に
ま
た
が
る
広
域
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
あ
る
い
は
全
国
大
会

で
の
上
位
者
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
出
願
資
格
の
ひ
と
つ

に
高
校
で
の
評
定
平
均
値
条
件

（
三
・
四
以
上
�
法
学
部
の
み

三
・
六
以
上
�）
が
あ
り
、
こ
れ

は
他
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入

試
に
比
べ
る
と
や
や
高
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
学

力
も
高
く
、
ま
た
高
い
競
技
レ

ベ
ル
の
志
願
者
か
ら
出
願
が
あ

っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
学
業

と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
両
立
が
可

能
な
本
学
の
環
境
整
備
の
充
実

が
挙
げ
ら
れ
る
。

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
施

設
、
競
技
力
向
上
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
（
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
や
専
属
ト
レ
ー
ナ

ー
の
配
置
な
ど
）、
教
育
後
援
会

寄
贈
の
「
千
里
凱
風
寮
」
の
設

置
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、
ま
た
一

方
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ァ
カ
ル
テ

ィ
教
育
科
目
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

・
身
体
運
動
文
化
コ
ー
ス
）
の

設
置
、学
習
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

（
補
助
教
育
）体
制
、
ま
た
本
学

創
立
百
二
十
周
年
を
記
念
し
て

設
定
さ
れ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
」
に
よ
る
給
付
奨
学
金
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
の
充
実
な
ど
で

あ
る
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
入
試
制
度
に
よ
る
入
学
生

が
、
そ
の
個
性
を
伸
ば
し
、
輝

か
し
い
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮

し
て
、
本
学
学
生
文
化
の
活
性

化
の
一
翼
を
担
い
「
学
生
文
化

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」
と
し

て
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）

二
〇
〇
五
年
度

入
学
試
験
要
項
・

願
書
を
頒
布
中

二
〇
〇
五
年
度
入
学
試
験
要

項
・
願
書
（
六
百
八
十
円
、
消

費
税
を
含
む
。
郵
送
の
場
合
は

送
料
と
も
千
円
）
は
、
全
国
の

主
要
書
店
お
よ
び
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ビ
ー
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
室
で
頒
布
中
で
す
。
こ
の

要
項
・
願
書
は
、
一
般
入
試
と

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
の
全
学
部

・
全
日
程
の
も
の
が
全
て
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

郵
送
希
望
の
場
合
は
、
テ
レ

メ
ー
ル
（
二
十
四
時
間
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
応
答
電
話
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
０６
―

６
２
２
２
―

０
１
０

２
に
電
話
す
る
か
、h

ttp���
telem

ail.jp

に
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
資
料

番
号
１
５
０
６
２
５
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

（
入
学
試
験
部
）

●
関
西
大
学
と
株
式
会
社
り

そ
な
銀
行
と
の
連
携
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結

十
一
月
八
日
、
本
学
と
株

式
会
社
り
そ
な
銀
行
と
の
間

で
、
連
携
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

包
括
的
な
連
携
の
も
と
で
、

相
互
の
人
的
・
知
的
資
源
の

活
用
を
通
じ
、
産
学
連
携
、

学
生
教
育
、
文
化
活
動
等
の

分
野
に
お
い
て
、
双
方
の
発

展
と
充
実
に
寄
与
し
、
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
人
材

交
流
・
技
術
交
流
に
関
す
る
こ

と
、
大
学
の
学
生
に
対
す
る
実

地
教
育
の
機
会
の
提
供
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
様
々
な
連
携
協

力
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

●
「
教
養
教
育
を
主
と
し
た
学

部
教
育
改
革
に
つ
い
て
」
の
諮

問
河
田
悌
一
学
長
か
ら
全
学
共

通
教
育
推
進
機
構
（
機
構
長
・

柏
木
治
文
学
部
教
授
）
に
対
し

「
教
養
教
育
を
主
と
し
た
学
部

教
育
改
革
に
つ
い
て
」（
平
成
十

六
年
十
月
十
二
日
付
）
の
諮
問

が
行
わ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
教
養
教
育
の

意
義
と
目
標
に
つ
い
て
大
き
な

変
革
が
探
求
さ
れ
る
な
か
、
本

学
に
お
け
る
教
養
教
育
の
理
念

と
目
標
の
明
確
化
、
そ
れ
に
対

応
す
る
授
業
科
目
・
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
策
定
に
つ
い
て
諮
問
し

て
い
る
。
答
申
は
平
成
十
七
年

三
月
末
を
予
定
。

●
産
学
連
携
推
進
本
部
（
仮

称
）
設
立
準
備
委
員
会
の
設
置

産
学
連
携
の
推
進
を
目
的
と

し
て
、
現
在
、
先
端
科
学
技
術

推
進
機
構
の
下
に
置
か
れ
て
い

る
「
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー
」
の

機
能
を
学
長
の
も
と
に
配
置

し
、
全
学
的
な
も
の
と
す
る
た

め
、
標
記
委
員
会
を
学
長
の
諮

問
委
員
会
と
し
て
設
置
し
、
平

成
十
七
年
四
月
の
産
学
連
携
推

進
本
部
（
仮
称
）
開
設
を
目
指

し
、
検
討
を
行
う
。

●
「
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ッ
テ

ィ
」
組
織
委
員
会
委
員
に
河
田

学
長
が
就
任

大
阪
の
再
生
に
向
け
て
、
大

阪
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
推
進
す
る

た
め
、
大
阪
府
を
中
心
に
大
阪

ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ッ
テ
ィ
が
発
足

し
た
。
九
月
十
六
日
に
は
、
大

阪
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
会
議
が

開
催
さ
れ
、
文
化
や
技
術
開
発

等
の
各
分
野
で
ブ
ラ
ン
ド
資
源

の
発
掘
、
ア
ピ
ー
ル
方
法
が
検

討
さ
れ
た
。
組
織
委
員
会
委
員

に
河
田
悌
一
学
長
が
就
任
し
、

本
学
に
お
い
て
も
大
阪
の
私

学
と
し
て
積
極
的
に
本
活
動

に
参
画
し
て
い
く
。

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ

ッ
ト
の
設
置

今
年
度
制
定
さ
れ
た
「
関

西
大
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ユ
ニ
ッ
ト
規
程
」
に
よ
り
、

つ
ぎ
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
申
請
が

あ
り
、
設
置
さ
れ
た
。「
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｓ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ

ニ
ッ
ト
」（
研
究
代
表
者
�
冬

木
正
彦
工
学
部
教
授
）、「
国

際
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ

ニ
ッ
ト
」（
研
究
代
表
者
�
古

田
均
総
合
情
報
学
部
教

授
）。

国
家
試
験
合
格
者

大
学
卒
業
者
（
来
年
三
月
卒

業
予
定
者
を
含
む
）
を
対
象
に

国
が
実
施
す
る
各
種
資
格
試
験

や
採
用
試
験
の
う
ち
、
本
学
関

係
者
の
合
格
者
数
が
次
の
と
お

り
判
明
し
た
。

〔
司
法
試
験
〕
十
九
人
、〔
公
認

会
計
士
試
験
〕
十
四
人
、〔
弁
理

士
試
験
〕
九
人
、〔
国
家
公
務
員

�
種
試
験
〕
九
人
、〔
国
家
公
務

員
�
種
試
験
〕
百
二
十
七
人

京
都
市
立
御
池
中
学
校
と
連
携

協
力
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

十
一
月
十
七
日
（
水
）、
本
学

大
学
院
外
国
語
教
育
学
研
究
科

と
京
都
市
立
御
池
中
学
校
は
、

人
的
・
知
的
交
流
を
通
じ
て
、

生
徒
・
大
学
院
生
・
教
職
員
に

益
す
る
新
た
な
学
び
の
場
を
創

造
す
る
と
と
も
に
、
教
育
上
の

課
題
等
に
適
切
に
対
応
す
る
こ

と
に
よ
り
、
双
方
の
教
育
の
充

実
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
連
携
協
力
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
生
徒
・
大
学

院
生
・
教
職
員
が
新
た
な
学
び

の
機
会
を
得
る
こ
と
で
、
高
度

な
専
門
性
に
基
づ
い
た
実
践
的

指
導
力
を
持
つ
教
員
の
養
成
を

め
ざ
す
。

（
大
学
院
事
務
室
）

学部 資格 氏 名 種別 主たる目的国・地域

法
学
部

教 授 森本 哲郎 調査
（６カ月） フランス

教 授 �田 栄司 調査
（６カ月） ドイツ、イギリス

文
学
部

助教授 蜷川 順子 学術
（１年） オランダ、ベルギー、ドイツ、イギリス 他

助教授 渡邊 智山 学術
（１年） アメリカ、イギリス、カナダ、オーストラリア 他

教 授 井上 泰山 調査
（６カ月） 台湾、シンガポール、ベルギー、オランダ 他

教 授 浜本 隆志 調査
（６カ月） ドイツ、オランダ、ベルギー、フランス 他

教 授 入子 文子 調査
（３カ月） アメリカ、イギリス、オランダ、ベルギー 他

経
済
学
部

教 授 林 宏昭 学術
（１年） アメリカ

教 授 石田 浩 調査
（６カ月） 台湾、中国（香港を含む）、韓国、ベトナム 他

教 授 良永 康平 調査
（６カ月） ドイツ、ルクセンブルク、オランダ、イギリス 他

助教授 李 英 和 調査
（６カ月） 韓国

商
学
部

助教授 岸谷 和広 学術
（１年） アメリカ

助教授 長谷川 伸 学術
（１年） ブラジル

社
会
学
部

教 授 与謝野有紀 学術
（１年） ニュージーランド

助教授 林 直保子 学術
（１年） アメリカ

教 授 大和 礼子 調査
（６カ月） イギリス

総
合
情
報
学
部

教 授 亀井 克之 学術
（１年） フランス、ベルギー、イギリス、ドイツ 他

助教授 名取 良太 学術
（１年） イギリス、ドイツ、フランス、イタリア 他

教 授 福家 秀紀 調査
（６カ月） イギリス、ベルギー、ドイツ、フランス 他

工
学
部

助教授 荒川 雅裕 学術
（１年） アメリカ

助教授 長岡 康夫 学術
（１年） イギリス

外
国
語
教
育

研
究
機
構

教 授 北村 裕 学術
（１年） アメリカ、イギリス、ベルギー

教 授 八島 智子 学術
（１年） カナダ、イギリス

第２次選考合格者（人）
計
１
２
４
８
３
０
０
２
１０
０
１０
０
１
５
０
３
０
０
０
５
１
５
９
１
１
３
４
３
１
９
０
２
１
５
９
０
４
１１２

工
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
０
―
０
―
０
―
１
０
０
０
―
―
０
―
―
０
０
―
０
１
―
１
３

総情
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
１
０
０
０
２
０
０
０
０
０
０
０
７

社会
０
０
１
１
０
０
０
０
１
０
２
０
０
１
０
０
０
０
０
２
０
１
３
０
０
０
２
１
０
０
０
０
１
２
２
０
１
２１

商
０
０
１
３
０
０
０
０
３
０
１
０
０
２
０
１
０
０
０
１
１
０
０
０
０
１
１
０
１
３
０
１
０
２
１
０
０
２３

経済
０
１
０
２
０
０
０
０
３
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
１
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
１
１３

文
０
１
０
１
１
０
０
２
３
０
４
０
１
１
０
１
０
０
０
１
０
０
２
１
０
０
１
１
０
２
０
１
０
１
４
０
０
２９

法
０
０
１
１
２
０
０
０
０
０
１
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
２
１
０
１
１
０
１
０
１
０
０
０
０
１
０
１
１６

志願者（人）
計
１
２
４
９
５
１
３
５
１６
１
３７
０
２
７
０
７
１
０
２
１４
６
１５
１５
２
１
３
９
６
６
１４
０
５
２
１０
１９
４
５
２３９

工
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
０
―
０
―
０
―
１
０
０
０
―
―
０
―
―
０
０
―
０
１
―
１
３

総情
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
２
０
０
１
０
０
０
３
０
０
０
０
０
０
０
１１

社会
０
０
１
２
０
０
１
１
２
０
１２
０
０
１
０
２
０
０
１
３
１
２
６
０
０
０
３
１
１
０
０
０
１
４
４
１
１
５１

商
０
０
１
３
０
０
１
１
３
１
５
０
０
２
０
１
０
０
０
２
３
３
０
０
０
１
１
０
１
３
０
１
１
２
５
０
０
４１

経済
０
１
０
２
０
０
０
０
３
０
６
０
１
１
０
１
０
０
１
５
２
２
４
０
０
０
０
２
２
２
０
１
０
２
１
０
２
４１

文
０
１
０
１
１
１
１
２
４
０
７
０
１
１
０
２
０
０
０
４
０
１
２
２
０
０
２
２
２
３
０
２
０
１
５
０
０
４８

法
０
０
１
１
４
０
０
１
４
０
６
０
０
２
０
１
１
０
０
０
０
４
１
０
１
１
３
１
０
３
０
１
０
１
３
３
１
４４

アーチェリー

アイススケート

アイスホッケー

アメリカンフットボール

空手道

器械体操

弓道

剣道

硬式野球

ゴルフ

サッカー

自転車

射撃

柔道

重量挙

水上競技

スキー競技

相撲

漕艇

ソフトテニス

ソフトボール

卓球

テニス

なぎなた

日本拳法

馬術

バスケットボール

バドミントン

バレーボール

ハンドボール

フェンシング

ボクシング

ヨット

ラグビー

陸上競技

陸上ホッケー

レスリング

計

（２７種目）

２００５年度スポーツ・フロンティア入学試験状況

１１２人が最終合格

富富澤澤名名誉誉教教授授にに瑞瑞宝宝中中綬綬章章

ススポポーーツツ・・フフロロンンテティィアア入入試試

在外研究員の紹介

��２００５年度��

（３３種目）

平成１７年度

義
援
金
募
集
の
結
果

学
園
祭
で
も
義
援
金
の
活
動

（２）平成１６年（２００４年）１１月２６日第 ３２１ 号
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12月２日～４日�

院生合同学術研究�
大会を開催�

学
位
取
得�

全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
で

は
、
来
る
十
二
月
一
日
（
水
）

十
四
時
か
ら
、
尚
文
館
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
に
お
い

て
第
七
回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
（
Ｆ
Ｄ
部
門
委
員
会

・
教
養
教
育
部
門
委
員
会
共

催
）。
こ
れ
ま
で
は
主
に
実
践
的

な
授
業
技
術
論
を
テ
ー
マ
と
し

て
き
た
が
、
今
回
は
、
先
般
学

長
か
ら
本
機
構
に
諮
問
さ
れ
た

事
項
「
教
養
教
育
を
主
と
し
た

学
部
教
育
改
革
に
つ
い
て
」
を

と
り
あ
げ
、
ひ
ろ
く
意
見
を
求

め
る
場
と
し
た
い
。
ま
ず
第
一

部
は
、
品
川
哲
彦
学
長
補
佐
か

ら
諮
問
内
容
の
主
旨
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
そ
れ
に
つ
づ
く
質

疑
応
答
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
と
お
し
て
本
学
の
教
育
体

制
、
と
く
に
教
養
教
育
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
、
認
識
を
共

有
す
る
の
が
ね
ら
い
。

第
二
部
で
は
、
最
近
と
く
に

必
要
が
叫
ば
れ
て
い
る
導
入
教

育
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
。「
導

入
教
育
�
�
近
年
の
新
し
い
事

例
紹
介
を
中
心
と
し
て
�
�
」

と
題
し
、文
学
部
の「
知
の
ナ
ヴ

ィ
ゲ
ー
タ
ー
」
と
経
済
学
部
の

「
経
済
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
例
に
、
授
業
担
当
教
員
と
受

講
生
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
、
こ
れ
を
も
と
に

議
論
を
進
め
て
い
く
予
定
。

い
ず
れ
も
本
学
の
今
後
の
教

育
体
制
に
大
き
く
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
。教
職
員
、学
生
を
問

わ
ず
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

参
加
し
、
議
論
の
輪
に
加
わ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
長

柏
木

治
）

今
年
も
い
よ
い
よ
ス
キ

ー
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
く

る
。
本
場
の
ス
キ
ー
を
満

喫
す
る
に
は
、
白
馬
栂
池

へ
ど
う
ぞ
。

本
学
の
白
馬
栂
池
高
原

ロ
ッ
ジ
は
、
栂
池
高
原
ス

キ
ー
場
の
麓
に
位
置
し
て

お
り
、
ゲ
レ
ン
デ
ま
で
徒

歩
数
分
で
、
ま
さ
に
ス
キ

ー
の
好
適
地
と
い
え
る
。

ゲ
レ
ン
デ
は
、
広
大
な
緩

斜
面
か
ら
急
斜
面
ま
で
あ

り
、
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
滑

走
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
は

次
の
と
お
り
。

受
付
開
始
日
�

十
二
月
お
よ
び
一
月
の

利
用
…
十
一
月
一
日

二
月
お
よ
び
三
月
の
利

用
…
十
二
月
六
日

申
し
込
み
場
所
・
時
間
�

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
…

事
業
課
（
百
周
年
記
念
会

館
内
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
…
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

※
月
〜
金
曜
日

九
時
〜

十
六
時
ま
で

◇

◇

◇

自
然
豊
か
な
六
甲
山
の

山
頂
付
近
に
位
置
す
る
六

甲
山
荘
も
随
時
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
る
。
近

く
に
は
人
工
ス
キ
ー
場
、

六
甲
山
牧
場
、
六
甲
高
山

植
物
園
な
ど
が
あ
り
、
ゼ

ミ
合
宿
な
ど
で
大
い
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
（
申

し
込
み
場
所
・
時
間
は
白

馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
と
同

じ
）。白馬

栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ

お
よ
び
六
甲
山
荘
の
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
学

部
事
務
室
、
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
事
務
室
お
よ
び
学
生

生
活
課
に
備
え
付
け
て
い

る
。
受
付
状

況
な
ど
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

は
事
業
課

（
�
０６
―

６
３

６
８
―

０
２

９
７
）
ま

で
。

（
事
業
課
）

教
員
を
志
望
し
て
い
る
学
生

諸
君
を
対
象
に
、
教
員
採
用
試

験
の
受
験
準
備
に
必
要
な
心
構

え
や
情
報
を
提
供
す
る
機
会
と

し
て
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
。

な
お
、
講
師
・
パ
ネ
ラ
ー
は

大
阪
府
教
育
委
員
会
関
係
者
・

大
阪
府
立
高
校
教
員
・
本
学
教

員
・
本
年
度
教
員
採
用
試
験
合

格
者
等
で
あ
る
。

日
時
�
十
一
月
二
十
七
日

（
土
）

十
四
時
〜
十
六
時
半

会
場
�
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚

文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大

教
室

プ
ロ
グ
ラ
ム
�

第
一
部

基
調
報
告
「
魅
力

あ
る
教
員
像
」

第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
な
ぜ
教
員
を
め
ざ

し
た
か
」

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
免

許
・
資
格
部
門
委
員
会
）

白馬栂池高原ロッジ

六甲山荘

九
月
に
二
〇
〇
五
（
平
成

十
七
）
年
度
大
学
院
入
学
試

験
を
実
施
し
た
。

今
回
の
入
試
は
博
士
課
程

前
期
課
程
と
総
合
情
報
学
研

究
科
、
工
学
研
究
科
お
よ
び

外
国
語
教
育
学
研
究
科
の
博

士
課
程
後
期
課
程
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
前
期
課
程
の
志
願

者
は
昨
年
か
ら
四
十
三
人
減
少

し
て
、
三
百
六
十
七
人
で
あ
っ

た
。試

験
は
筆
記
試
験
と
口
頭
試

問
に
分
か
れ
、
九
月
六
日（
月
）

〜
十
九
日（
土
）に
実
施
さ

れ
、
博
士
課
程
前
期
課
程
二

百
十
二
人
、
博
士
課
程
後
期

課
程
六
人
の
合
わ
せ
て
二
百

十
八
人
が
合
格
し
た
。

な
お
、
す
で
に
実
施
し
た

本
学
学
部
の
卒
業
見
込
者
を

対
象
と
し
た
学
内
進
学
試
験

（
博
士
課
程
前
期
課
程
）
で

は
、
二
百
九
十
四
人
が
合
格

し
て
い
る
。

（
大
学
院
事
務
室
）

本
年
度
も
大
学
院
七
研
究
科

院
生
協
議
会
に
よ
る
「
院
生
合

同
学
術
研
究
大
会
」
が
、
十
二

月
二
日
（
木
）
〜
四
日
（
土
）

の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
。
主
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
指
宿

信
氏
（
立
命
館
大
学
法
科
大
学

院
教
授
）
に
よ
る
講
演
「
サ
イ

バ
ー
犯
罪
を
め
ぐ
る
法
と
手
続

�
条
約
と
国
内
の
動
向
を
め
ぐ

っ
て
」
十
二
月
四
日
（
土
）
十

三
時
半
〜
十
五
時
、
各
研
究
科

大
学
院
生
の
研
究
報
告
会
等
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
大
学
院
生

ら
の
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表

す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
互

い
に
顔
を
合
わ
せ
交
友
を
深
め

る
場
と
な
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
多
数
企
画
さ
れ
て
い
る
の

で
、
本
学
の
大
学
院
生
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
学
部
生
、
教

員
、
大
学
院
入
学
希
望
者
等
、

学
内
外
か
ら
の
多
数
の
参
加
者

を
得
て
、
よ
り
一
層
充
実
し
た

院
生
合
同
学
術
研
究
大
会
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
大
学
院
事
務
室
）

来年３月をもって定年退職する先生の退職記念
最終講義が、下表のとおり予定されていますの
で、ふるって聴講してください。なお、本号で
は、本年中に開催されるもののみ掲載しました。

退退職職記記念念最最終終講講義義
ののおお知知ららせせ

○
中
澤

務
（
文
学
部
助
教

授
）
／
博
士
（
文
学
）
北
海
道

大
学「

プ
ラ
ト
ン
初
期
対
話
篇
に

お
け
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
倫
理
思

想
」学

位
取
得
年
月
日
は
平
成
十

六
年
九
月
二
十
四
日
。

司
法
試
験
に
合
格

司
法
試
験
口
述
式
試
験
の
本

学
合
格
者
は
十
九
人
で
、う
ち
、

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
受
講
生
は

六
人
で
し
た
。
公
認
会
計
士
二

次
試
験
の
本
学
合
格
者
は
十
四

人
で
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
受

講
し
た
商
学
部
卒
業
生
か
ら
合

格
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
試
験
で
も
健
闘

今
年
度
、
国
家
公
務
員
Ⅰ
種

試
験
に
合
格
し
た
本
学
出
身
者

は
九
人
で
、
国
家
公
務
員
�
種

試
験
に
合
格
し
た
本
学
出
身
者

は
百
二
十
七
人
で
し
た
。
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
で
も
、
国
家
�
種

を
は
じ
め
、
大
阪
府
や
大
阪

市
、
奈
良
県
な
ど
の
地
方
上
級

公
務
員
、
国
税
専
門
官
の
合
格

者
か
ら
も
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

『
公
務
員
講
座
』
で
は
、「
国

�
対
策
講
座

行
政
職
コ
ー

ス
」
を
大
阪
市
役
所
・
神
戸
市

役
所
・
大
阪
府
庁
な
ど
難
関
地

方
上
級
職
と
の
併
願
を
め
ざ
す

受
講
生
に
も
対
応
し

た
コ
ー
ス
と
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変

更
し
ま
し
た
。
ま
た

新
設
す
る
「
教
養
対

策
講
座
」
の
中
に
、

「
論
作
文
・
文
章
理

解
対
策
コ
ー
ス
」
を

新
設
し
、
最
近
苦
手

意
識
を
持
つ
受
講
生

が
多
い
論
作
文
・
文

章
理
解
に
関
し
て
対

策
を
図
り
ま
す
。
論
作
文
対
策

で
は
、
添
削
指
導
す
る
ほ
か
に

面
接
カ
ー
ド
の
作
成
指
導
も
行

わ
れ
ま
す
。

法
律
家
養
成
講
座

法
律
家
養
成
講
座
で
は
、
法

科
大
学
院
進
学
に
向
け
て
、
適

性
試
験
対
策
コ
ー
ス
を
新
設
し

ま
す
。「
適
性
試
験
対
策
直
前
模

試
コ
ー
ス
」
で
は
、
四
年
次
生

を
主
な
対
象
に
六
月
に
迫
っ
た

適
性
試
験
に
向
け
て
の
模
試
を

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、「
適
性
試

験
対
策
コ
ー
ス
」
で
は
、
三
年

次
生
を
主
な
対
象
に
翌
年
の
六

月
の
適
性
試
験
に
向
け
て
講
義

と
模
試
を
組
み
合
わ
せ
た
学
習

方
法
で
本
試
験
で
の
高
得
点
を

狙
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
現
行

の
司
法
試
験
に
向
け
た
対
策
も

従
来
ど
お
り
段
階
的
に
学
習
で

き
る
よ
う
各
種
コ
ー
ス
を
開
講

し
ま
す
。

英
語
講
座

英
語
講
座
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
で

は
、
授
業
効
果
の
向
上
の
た
め

一
日
四
十
五
分
三
時
限
か
ら
七

十
分
二
時
限
に
変
更
し
て
、
天

六
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｃ
Ａ
Ｌ
教
室

を
利
用
し
た
変
則
型
３
Ｐ
ｈ
ａ

ｓ
ｅ
―
Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ
に
改
編

し
、
内
容
を
充
実
し
て
開
講
し

ま
す
。

情
報
処
理
講
座
の
コ
ー
ス
新
設

『
情
報
処
理
講
座
』
で
は
、

受
講
希
望
者
が
多
か
っ
た
「
パ

ソ
コ
ン
検
定
四
級
コ
ー
ス
」
を

二
ク
ラ
ス
に
増
設
し
ま
す
。

「
講
座
案
内
二
〇
〇
五
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」
は
十
二
月
初
旬
に

完
成公

務
員
、
法
律
家
、
会
計

職
、
情
報
の
受
講
モ
デ
ル
プ
ラ

ン
や
、
大
手
専
門
予
備
校
と
の

受
講
料
比
較
な
ど
を
満
載
し
た

「
講
座
案
内
二
〇
〇
五
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）
」
を
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
、
各
学
部
事
務
室
、
図
書

館
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
前
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー

な
ど
、
学
内
随
所
に
配
置
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室（
�

０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１
）

ま
で
。

�アメリカンフットボール部
関西学生アメリカンフットボール秋季リー
グ戦 対同志社大学
１１／２８（日）
西京極陸上競技場
�将棋部
秋期二軍戦
１１／２８（日）・１２／５日（日）
同志社大学新町校舎
�少林寺拳法部
関西学生新人戦
１１／２８（日）
関西外国語大学
�美術部
白鷲会展
１１／３０（火）～１２／６（月）
天王寺大阪市立美術館
�アイススケート部
第４０回近畿府県民ショートトラックスピー
ドスケート選手権大会
１２／４（土）
大阪プール
第１５回全日本距離別ショートトラックスピ
ードスケート選手権大会
１２／２３（木）～１２／２４（金）
大阪プール
第５３回関西学生氷上競技選手権大会
１２／３０（木）～１２／３１（金）
やまびこスケートの森アイスリンク
�なぎなた部
第４回全日本男子なぎなた選手権大会
１２／４（土）
東京武道館
�速記部
第８８回全日本大学速記競技大会
１２／５（日）
国立オリンピック記念青少年総合センター
�バレーボール部
全日本バレーボール 大学男女選手権大会
１２／６（月）～１２／１２（日）
会場未定
�グリークラブ
第４６回定期演奏会
１２／７（火）
吹田メイシアター

�交響楽団
第５６回定期演奏会
１２／８（水）
吹田メイシアター
�混声合唱団ひびき
第３８回定期演奏会
１２／１０（金）
吹田メイシアター
�アイスホッケー部
１２／１１（土）
第５３回関関定期戦
神戸市立ポートアイランドスポーツセンタ
ー
�能楽部
第３６回関大能
１２／１２（日）
山本能楽堂（谷町四丁目）
�応援団吹奏楽部
第４３回定期演奏会
１２／１３（月）
ザ・シンフォニーホール
�混声合唱団「葦」
第３０回定期演奏会
１２／１４（火）
THホール（関大前）
�書道部
第８０回書展
１２／１７（金）～１２／１９（日）
吹田メイシアター
�ポピュラーミュージック創作研究会
２００４定期演奏会
１２／１８（土）
THホール（関大前）
�ボクシング部
早関戦
１２／１８（土）
早稲田大学
�応援団チアリーディング部
helios power０４
１２／１９（日）
吹田メイシアター
�第１部 軽音楽部
第８４回 冬の定期演奏会
１２／２９（水）
梅田 amホール

テーマ

「スタインベックと私」

「わが研究の回顧－マーケ
ティング論から温泉問題―

場 所
第１学舎２号館 B
２０１

第２学舎 A５０３教室

月・日・時間

１２月９日（木）２時限目

１２月１７日（金）４時限目

氏 名

中山 喜代市

保田 芳昭

学 部

文

商

大
学
院
入
試

〔http���www.kansai―u.ac.jp/Jigyo/index.htm〕

１１月２６日
↓

１月７日

２１８
人
が
合
格

学生諸団体の行事予定

冬季利用申し込み受付中

今
年
度
の
司
法
・
公
認
会
計
士
・

公
務
員

合
格
速
報

本
学
教
育
改
革
に
つ
い
て

公
務
員
講
座
で
は
「
論
作
文
・
文

章
理
解
対
策
コ
ー
ス
」
を
新
設

第
７
回
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平
成
１６
年
度

教
職
課
程

教
員
養
成
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

平成１６年（２００４年）１１月２６日第 ３２１ 号（３）



ａ）取り組みの目的
本取り組みの目的は、対面集合型の正課教育を対象に、高

等教育が今日直面している諸課題を授業支援型e-Learningシ
ステム“Web-Based Coordinated Education Activation
System”（以下、「CEAS（シーズ）」と称する）の積極的活用
による教育実践を通して解決でき、多くの大学で利用可能な
汎用教育支援モデルを構築することにある。また、本取り組
みには学習コンテンツと教育方法（優れた教育方法を「コー
ス経営パターン」と名付ける）を継続的に提供/更新する仕組
が組み込まれ、ITを活用した個別学習や遠隔教育の実践に役立
てることが可能である。
ｂ）取り組みの内容
本取り組みの構造を図１に示す。これは、大別して２つの

要素からなる。
①関西大学での正課教育にCEASを積極的に活用し、これまで
十分に機能してきたとは言い難い‘授業と学習（予習・復習）
のサイクル’を有機的に形成する仕組みを構築する。これに
よって、高等教育が直面している学力の低下や入試の多様化
に伴う諸問題を解決し、授業の改善や社会の要求に応える。
②（ア）正課教育を対象とした①の取り組みを実践する過程
でCEAS上に大量に蓄積される教材など（「授業コンテンツ」
と呼ぶ）の中から適切なものを選び、インストラクショナル

デザイン（ID）を考慮し、引用および許諾の著作権とメタデ
ータ情報付与の処理を施し、それを公開可能な優れた学習用
コンテンツとして保存する（コンテンツを制作する本手順を
「２段階アプローチ」と呼ぶ）。（イ）これと並行して、①の取
り組みで蓄積されたCEAS上の「授業コンテンツ」の中から優
れた教育実践例を抽出し、この教育方法とコンテンツを合わ
せて「コース経営パターン」として蓄積する。（ア）と（イ）
の成果は学内外に公開し、遠隔教育や個別学習の利用の便に
供する。
ｃ）取り組みの進め方
本取り組みは、以下のプロセスで実施される。すなわち、

CEASを正課教育で既に利用している工学部では、平成16年
度はその利用の拡大と促進を図る。また、他学部では、全学
的な取り組みとしての支援サービスを開始し、①の取り組み
を推進する。平成17年度は、①の取り組みを進めながら、②
の取り組みに着手し、その試行を開始する。平成18年度およ
びそれ以降は、①と②を並行して実施し、その内容を継続的
に充実する。
ｄ) 取り組みの特徴
本取り組みで展開するコンテンツ制作が従来と異なる点は

制作活動に２段階アプローチを採用したことにある。すなわ
ち、第1段階では、正課教育の実践過程で作り出される「授業
コンテンツ」を積極的に収集する。その後、第２段階でそれ
らの中から優れたものを抽出し、授業担当者とIDの専門家が
協働して公開用学習コンテンツに仕上げる（図２に授業コン
テンツの構成を従来の学習コンテンツと対比して示す）。本方
法の特徴は、第１段階で作成される「授業コンテンツ」が科
目履修者のみに公開されるため、引用に関する著作権の問題
が従来の教育実践の場合と同様で、教員が気軽にコンテンツ
作成に参画できる点にある。かつ、継続的に蓄積される「授
業コンテンツ」の中から多様な分野のそれぞれで優れたもの
を学習コンテンツに選定できる点にある。それゆえ、本取り
組みを継続すれば、優れたコンテンツが比較的容易に蓄積さ
れる。さらに、コンテンツのみならず、教育方法に関する優
れた実践例が「コース経営パターン」としてコンテンツと合
わせて広く学内外に公開されるので、教育の実践段階での質
的向上とFDの推進に役立つ。

本取り組みの教育実践の中でIT活用のツールとして使われる
CEASは、関西大学工学部システムマネジメント工学科冬木研
究室が企業と共同で開発したものである。CEASには、従来の
Web型e-Learningシステムが保有する機能に加えて、対面授
業での出席管理機能や小テスト実施機能、学期末の成績評価
支援機能、科目単位での教材の一括ダウンロード/アップロー
ド機能など、授業支援や多人数クラスでの成績評価に必要な
機能が担任者の使い勝手を重視してバランスよく配置されて
いる。図３は、CEASの担任者Topページを示す。①教材の科
目への登録から④履修データ管理までの一連の手続をサポー
トする機能選択メニューが画面の左側に配置されている。
担任者は、これらの機能を用いて、授業（講義・演習）の

前に資料を登録し、予習課題を掲載する。授業中の資料呈示、
あるいはPC教室での授業では出席確認や小テストが実施でき
る。レポート課題などの復習課題を登録した場合には、CEAS
に送られてきた提出物の評価ができる。PCが使える授業環境
の場合には、CEASの利用による教育が提供できる。CEASに
はグループ学習を支援する機能もあるので、少人数からなる
グループ単位によるプロジェクト学習にも効果的である。一
方、学生は自宅からインターネット接続すれば、CEASを用い

て予習・復習ができる。このようにCEASを利用することで図１
の上部に示した「授業と学習のサイクル形成」が実現できる。
工学部のオープンデザイン教室のCEAS用サーバには、工学

部の教員（183人）と学生（5,341人）、ならびに開講科目
（昨年度と今年度を合わせて約4,000科目）および学生の履修
登録データが格納されている。平成16年度は教員・学生の約
1/4（教員49人、学生1,432人）が利用している。平成15年
９月から平成16年７月までのCEASへの時間帯別アクセス数
の分布統計によれば（図４）、９時から18時までの授業と学
習が共存する時間帯と19時から２時頃までの学習時間帯の２
カ所にアクセスのピークが現れ、授業と学習のサイクルがう
まく形成されていることがわかる。

ａ）全学的支援組織の構築
本取り組みの初年度（平成16年度）の後期からは、ITセン

ターにCEAS用サーバを設置し、他学部の教育支援のためのサ
ービスを開始する。これに備えるため、他学部の全科目と全
学生の教務データをサーバに登録するが、これは工学部での
実績をもとに実施する。さらに、CEASの他大学への配布や導
入・運用支援を行っている「CEAS Community Page」は、
関西大学重点領域研究課題の研究分担者を核に本学研究プロ
ジェクトユニット規程に基づく「CEAS研究プロジェクトユニ
ット」によって引き継がれ運用される。
平成17年度以降は、図５に示すようなITを活用する教育支

援機能を教育支援センター（構想中）に順次移行し、組織の
再編・集約・強化を図る。ただし、CEASの機能強化も含めた
設計教育支援などの教育方法を工学部で開発するため、工学
部対象のCEAS用サーバはOD教室に設置し、その運用を工学
部情報化推進委員会が担う。また、研究的側面を有する

SCORM規格バージョンアップへの対応や共同研究企業との連
携および学外教育機関のCEAS利用のWebサイトによる支援は
CEAS研究プロジェクトユニットが行う。
ｂ）教育支援センター
教育支援センターに設けられる各部門のうち、教務支援部

門では、従来の履修データの管理に加えて、CEASの運用を支
援する「履修環境管理」の役割を果たす。入学前の導入教育
は各学部が主宰するが、そのための科目や高校生の登録など
はこの部門が支援する。
教授法支援部門では、教員に対してITを活用する教育実践の

支援や教育方法に関するアドバイスを行う。「授業コンテンツ」
の中から優れた教育方法を抽出し、「コース経営パターン」と
して登録・公開するのもこの部門の役割である。
コンテンツ制作支援部門は、授業コンテンツから公開でき

る学習コンテンツへの変換支援が役割である。オーサリング
ツールを用いて行うメタデータ情報付与やIDを考慮すること
が必須であるが、この支援には総合情報学部所属の教育工学
の専門家に協力を仰ぐ。著作権の処理に関しては、法学部の
専門家の協力を求め、ガイドラインを作成する。また、ビデ
オ教材を組合せたコンテンツ作成も支援する。
さらに、SCORM規格のコンテンツをCEASで利用可能にす

るためのCEAS3.0へのバージョンアップとその開発は、企画/
事後評価部門とCEAS研究プロジェクトユニットおよび共同研
究企業が連携して行う。CEAS研究プロジェクトユニットには、
CEASの開発・運用の経験を有する大学院生も加える。ちなみ
に、共同研究企業は、現在までCEASの開発や工学部での運
用・支援経験のある企業である。
関西大学では、学生による授業評価アンケートが平成14年

４月から開始された。その実施と結果の分析が全学共通教育
推進機構/授業評価部門委員会でなされているが、平成17年度
以降は授業評価部門委員会と教育支援センターの企画/事後評
価部門や教授法支援部門とが密接に協力し、教員へのフィー
ドバックを迅速かつ効果的に実施する。
図６に本取り組みの結果として実現される組織間の関係を

示す。

本取り組みには、図７に示すように、他大学・工業高等専
門学校や中等教育機関への積極的な働きかけと協調の仕組み
が組み込まれている。
第１は、学習コンテンツと「コース経営パターン」の公開

である。コンテンツ制作における２段階アプローチの第２ス
テップで制作される学習コンテンツの公開には、著作権の処
理と文部科学省への利用許諾が前提である。本取り組みの成
果として、継続的に生み出される学習コンテンツは、第１ス
テップでの正課教育の実践に基づき、そこから選ばれる教材
である。それゆえ、教材としては実践的でかつ質の高いもの
になることが期待される。さらに、教材のみならず、教育実
践例の蓄積の中から優れた例として抽出する「コース経営パ
ターン」も公開する。これら成果物の公開にあたっては、著
作権を考慮する必要があるので、不特定多数を対象に公開す
る部分と特定者に限定して公開する部分を区別して運用する
必要がある。公開サービスは、公開用に設置する専用のCEAS
用サーバで行うが、ユーザがコンテンツやパターンの参照範
囲を柔軟に切り替えられる機能は、現システムにはない。そ
れゆえ、コンテンツ/コース経営パターン公開用の機能モジュ
ールは本取り組みの中で開発され、サービスに供される。本

取り組みで提供される学習コンテンツと「コース経営パター
ン」に遠隔教育実施基盤の情報システムを組み合わせれば、
質の高い遠隔教育が実施できるものと期待される。
第２は、入学前教育の推進である。平成16年度推薦入学者

に対して文学部総合人文学科教育学専修コースがCEASを用い
て実施した入学前教育は、CEASのレポート課題提出機能と電
子掲示板およびチャット機能を利用して特定課題に関する学
習を各高等学校の協力のもとに実施したものである。この入

学前教育の実施を本取り組みの中で段階的に全学に拡大する。
さらに、生徒の利用に啓発され、学校教育の支援にCEASの導
入を希望する高等学校には、CEASソフトウェアを提供し、導
入・運用を「CEAS Community Page」のWebサイトによっ
て支援する。
公開用学習コンテンツの蓄積が充実すれば、入学前教育に

必要な教材をその中から選定し、入学を希望する生徒に対し
て遠隔教育が実施できる。対象となる教材は、入学後の学生
には補習用個別学習教材として利用できる。
第３は、本取り組みによって制作される学習コンテンツの

利用法として、各種資格取得のための付加教育ならびに生涯
教育が考えられる。たとえば、簿記教育用、公務員試験対策
用、法務関係、実用英語、情報処理技術者資格試験用などの
教材である。これらは、関西大学エクステンション・リード

センターが主体となって、遠隔教育も含めた教育サービス事
業の一環として実施できる。
第４は、教育機関での非営利目的利用を対象としたCEASソ

フトウェアの無償配布と、Webサイト「CEAS Community
Page」からの導入・運用支援である。平成15年９月から始め
たCEASの教育関係機関への配布先は84大学（104学科･部
署）、３工業高等専門学校、１高等学校、１中学校、３専門学
校で、現在も継続的に入手の要望がWebサイトを通して寄せ
られている。今後、本Webサイトの運営をCEAS研究プロジェ
クトユニットに移し、関西大学として導入・運用支援を継続
し、かつ学会などでの講演や実践報告活動を積極的に展開す
ることで国内の教育機関への普及と本格的な利用の啓蒙が図
られる。
以上の４つの仕組みが本取り組みに取り入れられているの

で、取り組みの活動を継続・推進することで具体的な社会貢
献がなされる。

学生による授業評価は、これまで全学共通教育推進機構/授
業評価部門委員会のもとに紙ベースによる「学生による授業
評価アンケート」で行われてきた。
平成17年度以降のできるだけ早い時期から、本取り組みで

実施されるCEASを利用した教育も含め、全学部の講義・外国
語・体育実技科目（約7,000科目）を対象に、「学生による授
業評価アンケート」をCEASが保有するアンケート機能を活用
して実施する。この場合、CEASの優れた機能が活用できるの
で、従来に比べて、アンケート結果の集計・分析・評価が迅
速に行える。その結果は、Webシラバスシステムを介して公
開し、大学教育の社会への説明責任を果たす。同時に、教員
には授業改善に資するデータを提供する。さらに、学生は、
個人の成績を平成16年度春学期からWeb履修登録システムを
介して受け取り、次年度の科目履修の一助としている。なお、
学生による授業評価は平成17年度以降も継続して行うが、今
後は全学共通教育推進機構/授業評価部門委員会と教育支援セ
ンターの企画/事後評価部門が協働して実施する。

～授業と学習の統合的支援
および教授法と学習コンテンツの共有化～進化するe－Learningの展開

社会的要請の高い教育テーマに取り組む大学などを選定し、重点的に財

政支援する文部科学省の平成16年度現代的教育ニーズ取り組み支援プログ

ラム（いわゆる、現代ＧＰ）の部門「テーマ６：ITを活用した実践的遠隔

教育(e-Learning)」に、関西大学の標記テーマが採択されました。テーマ

６には、国公私立大学の108校が応募し、その中から15校（内、私立大学

４校）が、厳正な審査の結果、選ばれました。関西大学の取り組みが選定

された理由は、「既に授業支援型e-Learningシステム（CEAS）が稼動して

おり､それを利用している授業科目も多いなど実績を上げています。本取

組は集合教育における予習・授業・復習のサイクルをe-Learningにより個

別に支援することにより教育の質を高めるもので高く評価されます。特に、

授業のために必然的に用意される資料を蓄積し、それから予習と復習のた

めのコンテンツを作成して、蓄積を公開して利用できるようにする点が特

徴的です」とのことで、文書による回答とともにHP上でも公表されました。

関西大学では、今年度から本取り組みを大学全体の教育向上施策として

始め、ITを活用した教育を積極的に推進していきます。本特集では、本年

７月に文部科学省に提出した申請書の中から本取り組みの主要な点を抜

粋・編集し、できるだけ原文に忠実にその内容を紹介します。なお、教育

に携わる先生方の積極的な活用を希望すると同時に、学生諸君は本取り組

みで教育の質的向上の恩恵を受けることを期待してください。

学長補佐 堂垣　正博（工学部教授）
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学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催�
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催�
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催�

無
料
法
律
相
談
実
施
中�

今
回
の
企
画
は
、
関
西
の
四

私
立
大
学
が
共
同
事
業
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
関
西
か
ら
の
情

報
発
信
効
果
を
高
め
、
四
大
学

そ
れ
ぞ
れ
の
気
風
・
伝
統
・
個
性

を
生
か
し
、
関
西
に
内
在
し
て

い
る
パ
ワ
ー
を
表
舞
台
に
引
き

上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
映
画
監
督
の
大
森

一
樹
氏
に
よ
る
「
私
が
関
西
で

過
ご
し
た
学
生
時
代
」、
評
論
家

の
大
宅
映
子
氏
に
よ
る
「
日
本

を
元
気
に
す
る
の
は
誰
か
」
と

い
う
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
河
田
悌
一
学
長
、
平
松

一
夫
関
西
学
院
大
学
学
長
、
八

田
英
二
同
志
社
大
学
学
長
、
長

田
豊
臣
立
命
館
大
学
学
長
、
大

森
氏
、
大
宅
氏
と
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
老
川
祥
一
読
売
新
聞
大

阪
本
社
副
社
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。こ

の
よ
う
な
四
大
学
の
学
長

に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
東
京
で

開
催
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
あ

り
、
各
大
学
の
学
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
の
建
学
の
精
神
、
伝

統
、
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
の

取
り
組
み
や
関
西
の
魅
力
に
つ

い
て
熱
心
に
語
り
、
大
森
氏
、

大
宅
氏
か
ら
の
率
直
な
質
問
に

対
し
て
は
、
白
熱
し
た
討
論
が

展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
関
西

は
固
有
の
歴
史
・
文
化
の
な
か

で
育
ん
で
き
た
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

の
土
壌
か
ら
、
数
多
く
の
有
為

な
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
、
社

会
的
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
が
、
最
近
で
は

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
東
京
へ
の
一

極
集
中
が
進
ん
で
い
る
。
討
論

の
中
で
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

機
会
に
四
大
学
が
協
力
、
競
争

し
な
が
ら
、
多
様
な
文
化
を
も

つ
関
西
、
多
様
な
学
生
の
集
ま

る
私
立
大
学
か
ら
創
造
性
あ
る

人
材
を
生
み
出
し
、
関
西
、
そ

し
て
日
本
を
活
性
化
し
て
い
く

こ
と
、
さ
ら
に
は
世
界
に
通
用

す
る
大
学
づ
く
り
へ
の
将
来
像

が
打
ち
出
さ
れ
、
参
加
者
約
八

百
人
の
拍
手
を
も
っ
て
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

今
後
も
四
大
学
の
学
長
に
よ

る
共
同
事
業
は
継
続
し
て
実
施

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
学
長
秘
書
課
）

経
済
学
部
で
は
、
学
部
創
設

百
周
年
を
記
念
し
て
十
月
二
十

三
日
（
土
）
に
記
念
式
典
な
ら

び
に
Ｓ
Ｍ
Ｅ
（
中
小
企
業
）
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
講
演
会
を

開
催
し
た
。
午
前
中
に
百
周
年

記
念
会
館
第
一
特
別
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
韓
国
慶
北
大
学
の
崔

龍
浩
氏
が
ア
ジ
ア
経
済
統
合
に

向
け
た
動
き
の
な
か
で
韓
国
中

小
企
業
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ブ

ル
グ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
大
学
の

コ
ル
ネ
リ
ア
・
シ
ュ
ト
ル
ツ
氏

は
Ｅ
Ｕ
統
合
の
も
と
で
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
中
小
企
業
問
題
が
ア

ジ
ア
統
合
に
与
え
る
教
訓
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
田
中

充
名
誉
教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
寺
岡
寛
中
京
大
学
教
授

を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
実

り
あ
る
討
論
が
行
わ
れ
た
。

第
２
学
舎
４
号
館
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ

ー
ル
１００
で
開
催
さ
れ
た
午
後
の

記
念
式
典
と
講
演
会
に
は
、
千

人
を
超
す
卒
業
生
・
学
生
・
教
職

員
が
出
席
し
、
本
学
創
立
百
二

十
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
経
済

学
部
・
商
学
部
創
設
百
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
建
て
ら

れ
た
新
設
の
大
ホ
ー
ル
が
満
席

と
な
っ
た
。式
典
で
は
、森
本
靖

一
郎
理
事
長
と
河
田
悌
一
学
長

の
挨
拶
、森
岡
孝
二
経
済
学
部
長

の
式
辞
の
後
、
永
谷
裕
昭
大
阪

大
学
経
済
学
研
究
科
長
・
学
部

長
と
根
岸
紳
関
西
学
院
大
学
経

済
学
部
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ
っ

た
。講

演
会
で
は
、
株
式
会
社
パ

ソ
ナ
代
表
取
締
役
グ
ル
ー
プ
代

表
兼
社
長
の
南
部
靖
之
氏
が
今

や
産
業
と
し
て
二
兆
五
千
億
円

規
模
に
ま
で
成
長
し
た
人
材
派

遣
業
を
本
学
在
籍
中
に
創
業
し

た
経
緯
を
語
る
な
か
で
、
自
己

の
人
生
観
を
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
特
許
事
務
所
所
長
の
辻
本

一
義
氏
も
本
学
在
籍
中
に
弁
理

士
試
験
に
挑
戦
し
た
経
緯
を
語

る
こ
と
で
後
輩
へ
の
思
い
を
伝

え
る
と
と
も
に
、
今
日
の
企
業

活
動
に
と
っ
て
知
的
財
産
権
の

も
つ
重
要
性
を
多
く
の
例
を
も

っ
て
話
さ
れ
た
。
最
後
に
、
大

阪
府
知
事
の
太
田
房
江
氏
は
大

阪
産
業
再
生
に
向
け
た
府
の
施

策
を
説
明
す
る
な
か
で
原
点
と

し
て
の
「
も
の
づ
く
り
」と
い
う

こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。以
上
の
講

演
は
い
ず
れ
も
学
生
諸
君
が
進

路
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
示

唆
に
富
む
内
容
で
あ
り
、大
き
な

反
響
が
あ
っ
た
。

講
演
会
終
了
後
は
百
周
年
記

念
会
館
に
お
い
て
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
卒

業
生
・
教
職
員
が
参
加
し
、
旧

交
を
温
め
る
と
と
も
に
、
経
済

学
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
念

し
た
。

（
経
済
学
部
）

関
西
大
学
、
関
西
学
院
大
学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大
学
の
学

長
が
東
京
に
集
い
、
十
一
月
十
三
日
（
土
）、
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
（
東

京
・
有
楽
町
）
に
お
い
て
、「
今
、
私
立
大
学
に
で
き
る
こ
と
『
関
西

か
ら
の
提
言
』」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
関
西
四
大
学
学
長
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催
し
た
。

写真提供：読売新聞社
講演する太田房江・大阪府知事

今
年
度
は
金
融
業
界
、
特
に

大
手
都
銀
や
保
険
業
を
は
じ

め
、
中
国
特
需
に
よ
っ
て
好
況

な
鉄
鋼
関
連
業
界
や
Ｉ
Ｔ
関
連

業
界
も
採
用
意
欲
が
高
ま
っ

た
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
採
用
を
抑

制
し
て
い
た
企
業
が
こ
れ
以
上

採
用
を
手
控
え
る
と
企
業
の
組

織
構
造
に
支
障
を
来
た
す
こ
と

か
ら
、
採
用
を
復
活
さ
せ
た
。

こ
の
よ
う
に
現
四
年
次
生
に

と
っ
て
は
、
例
年
に
比
し
て
恵

ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。な

お
、
今
年
は
特
に
大
手
企

業
が
採
用
意
欲
を
盛
り
返
し
た

た
め
、
中
堅
企
業
が
予
定
し
て

い
た
人
員
を
確
保
で
き
て
い
な

い
状
況
が
生
じ
、
現
在
で
も
採

用
活
動
を
続
け
て
い
る
企
業
が

少
な
く
な
い
。

十
月
末
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
が
四
年
次
生
に
対
し
て
実
施

し
た
、
内
定
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
る
と
、
八
割
を
超
え

る
学
生
が
何
ら
か
の
内
定
を
得

て
い
る
模
様
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
に
は
女
子
学
生
を
中

心
と
し
て
ま
だ
活
動
を
続
け
て

い
る
学
生
も
い
る
こ
と
か
ら
、

現
実
は
七
割
か
ら
八
割
の
あ
い

だ
で
内
定
率
が
推
移
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。「

リ
ク
ナ
ビ
」
や
「
毎
日
ナ

ビ
」
と
い
っ
た
大
手
就
職
情
報

サ
イ
ト
で
の
、
現
四
年
次
生
向

け
の
求
人
情
報
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
も
の
の
、
前
述
の
よ
う

に
今
年
は
現
在
で
も
採
用
活
動

を
続
け
て
い
る
企
業
や
、
追
加

募
集
を
行
う
企
業
が
例
年
よ
り

も
多
く
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
て
い
る
の
で
、
現
在
、

就
職
活
動
中
の
方
は
決
し
て
あ

き
ら
め
ず
に
、
ぜ
ひ
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
に
来
て
く
だ

さ
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

文
学
部
総
合
講
座
�

�
化
粧
の
文
化
史
�

公
開
授
業

本
年
度
秋
学
期
の
文
学
部
総

合
講
座
日
本
学
Ｉ
は
、「
化
粧
の

文
化
史
」
を
テ
ー
マ
に
化
粧
行

為
へ
の
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
っ
て
い
る
。
十
二
月
十
六

日
（
木
）
の
二
時
限
目
は
公
開

授
業
と
し
て
、「
化
粧
文
化
の
新

し
い
広
が
り
―
福
祉
場
面
に
お

け
る
化
粧
の
効
能
」
と
題
し
た

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ト

ー
ク
を
開
催
す
る
。

化
粧
と
い
う
と
ま
ず
「
美

観
」
や
「
装
い
」
が
想
起
さ
れ

る
が
、
最
近
で
は
そ
の
心
理
学

的
効
果
や
健
康
面
へ
の
効
能
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
社
会
心
理

学
か
ら
化
粧
行
為
を
分
析
し
て

い
る
余
語
真
夫
先
生
の
講
義
の

一
貫
と
し
て
、
今
回
は
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
タ

ミ
ー
木
村
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
招

く
。タ

ミ
ー
木
村
さ
ん
は
高
齢
者

の
福
祉
施
設
で
化
粧
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
い
て
お
り
、
こ
の
公
開

授
業
で
は
実
際
に
年
長
の
女
性

を
メ
イ
ク
モ
デ
ル
に
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
い
、

化
粧
の
臨
床
、
福
祉
、
介
護
場

面
に
お
け
る
意
義
を
語
っ
て
も

ら
う
予
定
で
あ
る
。
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
参
加
を
希
望
し
て

い
る
。

（
文
学
部
）

関
西
大
学
法
科
大
学
院
で

は
、
関
西
大
学
中
之
島
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
弁
護
士

資
格
を
持
つ
法
科
大
学
院
の
教

員
が
、
学
生
同
席
の
う
え
、
市

民
の
方
々
の
法
律
相
談
に
あ
ず

か
っ
て
い
ま
す
。

法
科
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で

す
が
、
同
時
に
、
教
育
研
究
の

成
果
を
社
会
へ
還
元
す
る
絶
好

の
機
会
と
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
本
学
関
係
者

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

場
所
、
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

�関
西
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー

大
阪
市
北
区
中
之
島
一
丁
目

二
―
十
（
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
東
隣
）

�
０６
―

６
２
０
３
―

０
６
２
１

受
付
の
曜
日
・
時
間
�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

十
時
か
ら
十
七
時

法
律
相
談
の
曜
日
・
時
間
�

月
曜
日
か
ら
木
曜
日
ま
で
の

十
九
時
か
ら
二
十
時
半
と
土
曜

日
の
十
四
時
か
ら
十
五
時
半

※
水
曜
日
の
十
九
時
四
十
分
か

ら
二
十
一
時
十
分
の
間
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
以
文
館
内

に
お
い
て
も
同
様
の
法
律
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
上
記
中
之
島
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
法
科
大
学
院
事
務
室
）

十
月
三
日
（
日
）
十
三
時
半

か
ら
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２

学
舎
に
お
い
て
、
文
科
系
学
部

三
年
次
生
父
母
対
象
の
就
職
説

明
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

完
成
し
た
ば
か
り
の
４
号
館

「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」
で
、
河

田
悌
一
学
長
、
森
本
靖
一
郎
理

事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
南
部
靖

之
株
式
会
社
パ
ソ
ナ
代
表
取
締

役
グ
ル
ー
プ
代
表
兼
社
長
（
本

学
校
友
）
に
よ
る
特
別
講
演
が

行
わ
れ
た
。

両
親
の
教
え
か
ら
勇
気
と
自

信
を
得
て
成
長
し
た
思
い
出
や

恩
師
の
励
ま
し
で
起
業
し
た
話

な
ど
は
、
出
席
し
た
多
く
の
父

母
に
感
銘
を
与
え
た
。

講
演
終
了
後
は
学
部
別
の
懇

談
会
に
移
り
、
各
学
部
執
行
部

を
は
じ
め
、
関
係
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
説
明
会
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
希
望
者
に
は
就
職
に
関

す
る
個
人
面
談
も
行
わ
れ
た
。

出
席
者
数
は
法
学
部
百
六
十

六
人
、
文
学
部
百
五
十
人
、
経

済
学
部
百
八
十
九
人
、
商
学
部

百
六
十
二
人
、
社
会
学
部
百
五

十
四
人
で
あ
っ
た
。

な
お
十
二
月
五
日
（
日
）
に

は
、
文
科
系
学
部
の
二
年
次
生

父
母
な
ら
び
に
工
学
部
と
総
合

情
報
学
部
の
二
・
三
年
次
生
父

母
対
象
の
就
職
説
明
懇
談
会
が

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
る
。

（
教
育
後
援
会
）

工
学
部
第
六
実
験
棟
建
設
工

事
の
地
鎮
祭
が
十
月
二
十
八
日

（
木
）
十
一
時
か
ら
建
設
予
定

地
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。
当

日
は
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
河

田
悌
一
学
長
を
は
じ
め
、
関
係

者
約
六
十
人
が
出
席
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
昭
和
四
十
三

年
に
建
設
さ
れ
た
工
学
部
の
機

械
実
習
工
場
お
よ
び
土
木
工
学

・
建
築
学
実
験
場
の
経
年
劣

化
、
狭
隘
化
に
と
も
な
う
も
の

で
、
跡
地
に
は
新
た
に
安
全

面
、
利
便
性
に
配
慮
し
た
実
験

・
実
習
場
お
よ
び
個
人
研
究
室

を
備
え
た
「
工
学
部
第
六
実
験

棟
」
を
建
築
す
る
も
の
で
あ

る
。
竣
工
は
、
平
成
十
七
年
九

月
の
予
定
。

○
可
視
化
情
報
学
会

◆
平
成
十
六
年
度
（
十
五
期
）

学
会
賞

論
文
賞

工
学
部
教
授

植
村

知
正

同
専
任
講
師

山
本

恭
史

（
七
月
十
九
日
受
賞
）

○
第
七
回
ロ
レ
ア
ル

色
と
科

学
の
芸
術
賞

◆
特
別
賞

総
合
情
報
学
部
教
授

ノ
ー
マ
ン
・
Ｄ
�
ク
ッ
ク

同

林

武
文

総
合
情
報
学
研
究
科
Ｍ
一

湯
通
堂
麻
美

（
十
月
一
日
受
賞
）

○
日
本
学
生
経
済
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

二
〇
〇
四
年
度
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

イ
ン
ナ
ー
大
会

◆
日
本
経
済
部
門

優
勝

経
済
学
部
浜
野
ゼ
ミ
Ｂ
チ
ー

ム
（
藤
村
と
も
み
、
稲
田

明

典
、
森
下

剛
志
、
奥
野

周

樹
、
圖
子

美
里
）

◆
財
政
部
門

優
勝

同
Ｃ
チ
ー
ム（
種
田
は
る
代
、

徳
田

雅
有
、
平
岡
裕
美
子
、

前
川
奈
保
子
、
中
山

広
樹
）

（
十
月
三
十
日
受
賞
）

８００人が参加、個人面談も

父母対象の就職説明懇談会

１６年度就職情報

大
手
の
採
用
意
欲
が
向
上

８
割
、何
ら
か
の
内
定

中
堅
企
業
な
お
募
集
活
動

工
学
部
第
６
実
験
棟

経 済 学 部
創設１００周年

記
念
式
典
や
国
際
シ
ン
ポ

工
事
の
安
全
祈
り
地
鎮
祭

太
田
大
阪
府
知
事
も
講
演

中之島センターで

法科大学院

（６）平成１６年（２００４年）１１月２６日第 ３２１ 号
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文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室
で
は
、
左
記
の

日
程
で
公
開
授
業
を
開
催
し
ま

す
。
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
学
生
と

共
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
な
が
ら
�
か
ら
だ
�
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
く
で
き

る
授
業
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
公
開
授
業
は
、
「
地
域
住

民
」
と
「
大
学
」
と
を
結
ぶ
架

け
橋
で
す
。
無
料
で
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
運
び
く
だ
さ
い
。

★
運
動
の
で
き

る
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
・
タ
オ
ル
も

ご
持
参
く
だ
さ

い
。

場
所
�
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
中

央
体
育
館

（
阪
急
電
鉄

関
大
前
駅
下
車

徒
歩
十
分
）

問
い
合
わ
せ
�

文
学
部
身
体
運

動
文
化
専
修
・

体
育
学
教
室

〒
５６４
―

８
６
８
０

吹
田
市
山
手

町
三
丁
目
三
―
三
十
五

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４

（
中
央
体
育
館

直
通
）

後
援
�
吹
田
市
教
育
委
員
会

写
真
提
供
�
関
大
ス
ポ
ー
ツ

平
成
十
六
年
度
体
育
会
覇
業
披

露
式
が
、
学
園
祭
期
間
中
の
十
一

月
一
日
（
月
）
十
時
か
ら
中
央
体

育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
た
。

体
育
会
覇
業
披
露
式
は
、
体
育

会
各
部
の
試
合
に
お
い
て
、
優
れ

た
戦
績
を
収
め
た
者
や
団
体
を
表

彰
し
、
体
育
会
全
体
の
士
気
を
一

層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。今

年
度
は
、
特
に
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
泳
女
子
四
百
�
自
由

形
で
六
位
、
世
界
短
水
路
選
手
権

八
百
�
自
由
形
で
優
勝
な
ど
の
実

績
を
称
え
、
水
上
競
技
部
の
山
田

沙
知
子
さ
ん
（
文
四
）
に
、
学
長

杯
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
の
下
小
鶴
綾
さ
ん
に
も
学
長

杯
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
計
十
五
の
団
体
お
よ

び
個
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

学
生
部
で
は
、
昭
和
六
十

二
年
か
ら
課
外
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
「
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
開
催
し

て
お
り
、
今
年
も
十
二
月
十

五
日
（
水
）
に
実
施
す
る
運

び
と
な
っ
た
。

従
来
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
」
に
お
い
て
は
、
人
権

問
題
に
関
す
る
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
被
差
別
部
落

の
実
態
を
見
学
す
る
こ
と
と

し
て
き
た
が
、
今
年
は
日
頃

な
か
な
か
思
い
の
及
ば
な
い

視
覚
障
害
に
伴
う
問
題
や
障

害
を
も
つ
人
び
と
が
直
面
し

て
い
る
状
況
、
そ
の
人
び
と

を
支
援
す
る
盲
導
犬
事
業
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
京
都
府
亀
岡
市
に
あ
る

盲
導
犬
総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー

を
訪
問
す
る
。

当
日
は
、
盲
導
犬
訓
練
の

見
学
を
は
じ
め
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
講
演
と
ビ
デ
オ
上

映
会
を
予
定
し
て
お
り
、
大

学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験

が
学
生
の
社
会
や
人
間
に
対

す
る
考
え
方
に
少
し
で
も
よ

い
か
た
ち
で
寄
与
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、参
加
希
望
者
は
、千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
学
生
生

活
課
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◇

今
回
盲
導
犬
総
合
訓
練
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
す
る
に
あ
た

っ
て
、
事
前
学
習
会
を
十
二

月
八
日
（
水
）
十
時
三
十
分

か
ら
図
書
館
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

出
席
希
望
者
は
、
必
ず
参
加

し
て
く
だ
さ
い
（
い
ず
れ
も

参
加
費
は
無
料
）。（学

生
部
）

九
月
二
十
二
日
（
水
）、
百
周

年
記
念
会
館
に
お
い
て
、
本
年

九
月
に
来
日
し
た
交
換
受
入
留

学
生
と
Ｄ
Ｄ
（
デ
ュ
ア
ル
・
デ

ィ
グ
リ
ー
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
入

留
学
生
の
歓
迎
会
を
実
施
し

た
。
と
り
わ
け
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ー
大
学
か
ら
の
Ｄ
Ｄ
留
学
生
は

第
一
期
の
受
入
生
で
あ
り
、
二

年
間
本
学
特
別
授
業
受
講
生
と

し
て
文
学
部
に
在
籍
し
、
教
養

学
士
号
取
得
を
め
ざ
す
。

今
回
来
日
し
た
の
は
、
東
北

大
学
一
人
、
復
旦
大
学
一
人
、

遼
寧
大
学
一
人
、
国
立
台
湾
大

学
二
人
、
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
二

人
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
二

人
、
パ
リ
大
学
�
一
人
、
ル
ー

ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
五

人
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
五

人
、
ハ
ワ
イ
大
学
二
人
の
計
二

十
二
人
で
あ
る
。

ま
た
、
春
学
期
か

ら
既
に
漢
陽
大
学
校

二
人
、
ゲ
ッ
テ
ィ
ン

ゲ
ン
大
学
一
人
、
ア

デ
レ
ー
ド
大
学
一

人
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
国
立
大
学
一
人
の

計
五
人
を
受
け
入
れ

て
い
る
た
め
、
交
換

・
Ｄ
Ｄ
受
入
留
学
生

は
合
計
二
十
七
人
と

な
っ
た
。

本
歓
迎
会
は
安
部

誠
治
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
所
長
の
歓
迎
の

挨
拶
を
は
じ
め
、
留
学
生
代
表

の
挨
拶
、
各
留
学
生
の
紹
介
な

ど
が
あ
り
、
今
年
度
か
ら
募
集

し
た
留
学
生
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
秀
麗
寮
の
ル
ー
ム
メ

イ
ト
も
同
席
し
、
盛
会
裏
に
終

了
し
た
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

平
成
十
四
年
十
月
か
ら
創
立

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
募
金

活
動
を
開
始
し
て
既
に
二
年
余

り
が
過
ぎ
、
記
念
事
業
計
画
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
募
金
活
動

の
推
進
と
と
も
に
、
当
初
の
目

的
ど
お
り
着
実
に
進
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
間
、
�
平
成
十
五
年
三

月
に
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
高
度

情
報
教
育
施
設
の
増
築
、
�
九

月
に
法
科
大
学
院
棟
の
建
設
、

�
平
成
十
六
年
一
月
に
キ
ャ
ン

パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
整
備
、
�

九
月
に
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
教
育

用
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施
設
の

建
設
が
完
了
し
、
更
に
、
�
ス

ポ
ー
ツ
振
興
基
金
の
設
定
、
	

奨
学
基
金
の
充
実
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
現
在
、「
総
合
学
生

会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜

風
館
」
の
建
築
工
事
が
始
ま
っ

て
い
る
。

一
方
、
学
外
に
向
け
て
は
、

毎
日
新
聞
社
と
共
催
で
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
紀
伊
山
地
の
文

化
と
私
た
ち
」
を
開
催
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
時
代
へ
の
対
応
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
や

す
く
改
善
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
来
年
度
さ
ら
に
充
実
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
こ
の
記
念
事
業

の
推
進
と
成
功
に
向
け
て
、
関

係
者
各
位
の
力
強
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

フィールドワーク「盲導犬総合訓練センター訪問」
＜日時＞ １２月１５日（水）１１：００～１６：３０
＜場所＞
財団法人関西盲導犬協会 盲導犬総合訓練センタ
ー
〒６２１―００２７京都府亀岡市曽我部町犬飼未ケ谷１８―２
＜定員＞ ５０人（先着順）
＜参加費＞ 無料
＜当日のスケジュール＞
１１：００関大前出発→（車中昼食）→１２：３０到着→
１３：００～１５：００見学会→１６：３０南千里解散
※軽食を準備しています。なお、解散時間・場所は
予定です。（交通事情により変更の可能性もあり）

＜申し込み方法＞
１１月２９日（月）１２：２０～受付開始
千里山キャンパスは学生生活課、高槻キャンパ

スは高槻キャンパス事務室へ申し込んでくださ
い。

○首都圏に１万３０００人
関西大学を卒業して、首都

圏の東京、神奈川、千葉、埼
玉、栃木に在住の校友は約１
万３０００人いる。
さぞ東京出身の在学生も多

いのではと思われるが、これ
が案に相違して東京７４、神奈
川４０、千葉５０、埼玉４４、栃木１３、合計し
ても２２１人しかいないのである。１学
年にすると、５５人に過ぎない。
今年、２月から８月の就職活動期

間に東京センターを利用した学生は
その１０倍、５５０人であった。うち２割
はリピーターだったので、実質は４００
人強だと思われるが、東京をめざす
学生は決して少なくはない。
今年の就職状況は上向きとは言

え、個人にとっての厳しさに変わり
はない。まして、東京にその主戦場
を設定するとなると学力に気力、体
力そして金力（？）までもが必要とな
る。
少しでも学生諸君の就職活動の手

助けをと頑張ったが、その中で気づ
いたことがあった。学生と先輩との
つながりが意外に希薄だということ
である。
○校友との連携を
残念ながら、首都圏における関西

大学の知名度は、必ずしも高くな
い。本学の学生の８割は近畿圏出身

者という背景があるにして
も、早急に取り組まなければ
ならない課題のひとつである

ことに違いはない。
そこで冒頭に述べた１万３０００校友

との連携を強め、そのパワーを生か
して知名度を高めるべく校友経済人
の主だった人達と何度も話し合いを
重ねてきた。
そしてこの秋『関西大学東京経済

人倶楽部』の発足が確定した。会員
は、上場企業などの取締役や部長に
政界、文化人など３００人余。その発足
は各界に少なからぬ影響をもつこと
が期待される。
経済、政治、教育そしてあらゆる

情報の中核である東京で、本学の卒
業生による強力な組織が生まれるこ
とは、関西大学にとっても学生にと
っても、いや、校友自身にとっても
大きな財産となるに違いない。
先が見えにくく、これが絶対とい

うものが見えにくくなった現代にお
いて、関大という一本の太い絆で結
ばれ、生み出される何ものかに、期
待する。

東京センター長 石山 博康

商
学
部
助
教
授

矢
田
勝
俊
著

『
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
と
組
織

能
力
』

（
二
月
二
十
八
日
、
多
賀
出

版
、
定
価
四
千
八
百
三
十
円
�
税

込
�
）

商
学
部
教
授

大
倉
雄
次
郎
著

『
連
結
納
税
会
計
論
』

（
十
月
二
十
日
、
関
西
大
学
出
版

部
、
定
価
三
千
九
百
九
十
円
�
税

込
�
）

商
学
部
「
よ
く
わ
か
る
現
代
経

営
」
編
集
委
員
会
編

『
よ
く
わ
か
る
現
代
経
営
』

（
十
月
二
十
日
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
定
価
二
千
五
百
二
十
円
�
税

込
�
）

文
学
部
教
授

松
浦

章
著

『
清
代
上
海
沙
船
航
運
業
史
の

研
究
』

（
十
一
月
四
日
、
関
西
大
学
出
版

部
、
定
価
七
千
八
百
七
十
五
円
�

税
込
�
）

テーマ

「楽しくジョギングをしよう」
青木積之介 教授

「軽快に、軽やかにリズム体操を楽しも
う」 田村 典子 教授

「今日からあなたも護身術」
雑古 哲夫 教授

「ニュースポーツで健康に
」
堅本 盛行 講師

「太極拳と気功で健康づくり」
劉 莉 講師

「元気でいいとも
 こころとからだの
ふれあい広場」 時森美智子 講師

時 間

１３：００～１４：３０

１３：００～１４：３０

１０：４０～１２：１０

１０：４０～１２：１０

１３：００～１４：３０

１０：４０～１２：１０

月 日

１１月２６日	

１２月７日


１２月８日�

１２月９日�

１２月９日�

１２月１０日	

などが表彰山田沙知子さん
下小鶴 綾さん

東京に大きな柱が

水上競技部

女子サッカー

平成１６年度

百
二
十
周
年
記
念
事
業

一
般
の
方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

今
後
も
力
強
い
ご
支
援
ご
協
力
を

秋学期公開授業

事
前
学
習
会
も
開開
催催

１２
月
８
日
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園
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テ
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撮影：第１部文化会写真部�
10／30（土）～11／１（月）�
千夜祭�
10／31（日）～11／３（祝）�
統一学園祭�
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�編集後記�

秋
が
深
ま
り
、
学
園
祭
の

季
節
で
あ
る
。
今
年
も
盛
況

で
あ
っ
た
。
学
園
祭
の
期
間

に
は
も
ち
ろ
ん
学
外
の
方
も

多
く
訪
れ
る
。
学
園
祭
に
限

ら
ず
、
関
西
大
学
は
多
く
の

機
会
を
設
け
、
学
外
の
方
の

積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
地

域
の
開
か
れ
た
研
究
教
育
機

関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
専
門
学
会
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
講
座
や

公
開
講
座
な
ど
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
催
し
が
、
本

学
の
教
職
員
や
学
生
に
刺
激

と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
だ
が
、
日
々
、
例
え
ば

犬
の
散
歩
で
学
内
を
散
策
す

る
方
々
と
の
ふ
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、
関
西

大
学
の
風
景
を
豊
か
に
し
て

い
る
。
社
会
に
開
か
れ
た
大

学
と
は
、
そ
の
よ
う
な
ち
ょ

っ
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
も
排
除
し
な
い
、
現

実
に
根
ざ
し
た
豊
か
さ
の
上

に
築
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。

（
関
口
理
久
子
）

森
本
哲
郎
（
も
り
も
と
・

て
つ
お
）
教
授

政
治
学
専
攻
。「
政
党
組

織
と
政
党
シ
ス
テ
ム
」
を

中
心
と
し
た
テ
キ
ス
ト
を

執
筆
中
。
最
近
の
著
書
と

し
て
『
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
事
始
め
〔
新

版
〕』『
大
都
市
圏
に
お
け

る
選
挙
・
政
党
・
政
策
』（
い

ず
れ
も
共
著
）が
あ
る
。
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